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研究会・共催企画等のご案内

本年度の研究会について

　以下の要領で、2011年度の研究会を予定しております。お繰り合わせの上、ご出席ください。

　１．第33回研究会（京都）
　　・日　時：2011年6月18日（土）14:00～17:30（予定）

・場　所：龍谷大学深草学舎 紫英館６階会議室
 HYPERLINK  http://www.ryukoku.ac.jp/fukakusa.html
京都市伏見区深草塚本町67
（ＪＲ奈良線稲荷駅、京阪深草駅、地下鉄くいな橋駅から徒歩）

・内　容：小池由美子さん（埼玉県高校教員、前日高教副委員長）
　　　　　　「学校評価と四者協議会－草加東高校の開かれた学校づくり」

野中郁江さん（明治大学）
「私立・国立同等の原則」

・その他：龍谷大学社会科学研究所（大学評価・大学経営研究センター）との共催。

２．第34回研究会（名古屋）
・日　時：2011年8月27日（土）13:30～（予定）
・場　所：愛知工業大学本山キャンパス

 HYPERLINK  http://www.ait.ac.jp/sisetu/motoyama.html
名古屋市千種区東山通1-38-1

（名古屋市営地下鉄本山駅、4番出口すぐ）
　　・内　容：職員問題研究会
　　　　　　　（詳細は後日、ご案内します）
  ・その他：8月26日（金）、27日（土）の2日間、「大学評価サマーセミナー」*を開催します
             （於：愛知工業大学本山キャンパス）。本研究会もその一環として開催されるものです。
               サマーセミナーの詳細についても、後日、ご案内いたします。

　３．第35回研究会（東京）
・日　時：2011年11月12日（土）13:30～（予定）
・場　所：東京都内
・内　容：「学会通信」第28号（2011年10月、発行予定）でご案内します。

【大学評価サマーセミナーについて】
　 大学評価学会は、学会設立大会（2004年3月28日）において「大学評価京都宣言＝もう一つの『大学評
価』宣言」を採択し、「もう一つの大学評価」のありようを探究してきました。その一環として、今年度よ
り、大学評価学会における研究を広く社会に発信することを目的として「大学評価サマーセミナー」を開催
することとなりました。セミナーでは、学会の刊行物であるシリーズ本をテキストとして使用し、学んでい
く予定です。現在、プログラムを準備中です。決まり次第、ご案内いたします。
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2011年6月10日（金）～12日(日)に開催されます労務理論学会第21回全国大会（於：中央大学 多摩
キャンパス）の期間中に以下のような企画が催されます。
　・日　時：6月12日（日）12時20分～13時20分
　・場　所：1号館1406教室　　
　・テーマ：非常勤講師問題に関する緊急ミーティング（プログラム外企画）
　・内　容：（１）塚田亮太氏（専業的非常勤講師、大学評価学会会員）
　　　　　　　　「専業的非常勤講師の教育・研究の実態」
　　　　　   （２）細川孝氏（龍谷大学）
　　　　　      　「龍谷大学における非常勤講師問題」
　・主　催：労務理論学会
　・共  催：大学評価学会、龍谷大学社会科学研究所（大学評価・大学経営研究センター）

　大学評価学会では、学会創設以来、非常勤講師問題を重視して取り組んでまいりました。そのようなこと
から今回の企画を共催することとなりました。関心をお持ちの方の積極的なご参加を呼びかけます。
なお、大学評価学会会員が本企画のみにご参加の場合には、学会参加費を免除いただくように、主催者に

要請しております。

大学評価学会共催【非常勤講師問題】企画のご案内

【企画の趣旨（主催者）】
 3月11日に発生し、その後も甚大な被害を広げつつある東日本太平洋沖地震は、日本の社会が抱えるさま
ざまな問題を表面化させています。今回、この企画を催す直接的な契機は、ある大学非常勤講師から「東日
本大震災の被災地に住む両親に会いに行きたいが、蓄えがない」というメールを、一人の研究者（労務理論
学会会員）が受け取り、緊急問題として関係者に提起したことです。
 労務理論学会は、これまでに企業における「非正規雇用の問題」については議論してきましたが、大学に
おける非常勤講師問題については、直接的にとりあげ、議論するということはありませんでした。しかし、
大学非常勤講師の問題、広くは若手研究者の問題は、日本の学界が直面する大変重要な問題です。
「緊急問題」の提起を知った会員から、「是非、採り上げて欲しい」との強い要望と他の団体等の協力を得
られる可能性があるとの情報が、労務理論学会の会長・プログラム委員長・第21回全国大会実行委員長に
出されたので、三者で協議した結果、労務理論学会としては、「大会プログラムがほぼ固まった時点での提
案なので、正規のプログラムに組み込むことは無理だが、事柄の重要性に鑑み＜セミ・フォーマルな緊急
ミーティング＞という形式ならば、学会の理事会や総会の理解を得られ易いだろう」ということで、意見が
まとまりました。
大学における非正規雇用問題は、非常勤講師にとどまりませんが、まずは、本ミーティングにおいて、（自
らの職場とする）大学という組織における非常勤講師の実態を認識することから始めていきたい。そして、
「批判的精神に立脚しながら、人間らしい経営労務を求めて、理論と実際を研究する学会」（労務理論学会
HP）としての社会的責務を果たしていきたいと思います。
 労務理論学会第21回全国大会にご参加の全会員の皆様に、この「緊急ミーティング」に対するご理解とご
協力をお願い申し上げます。
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　　以下の要領で、国庫助成に関する私立大学教授会連合の研究会が開催されます。

　　オープンな研究会として参加されますので、ご関心をお持ちの方は是非ご参加ください。

企画のご案内

・日 時： 2011 年 6 月 18 日（土） 14：00～
・場 所： 明治大学 駿河台キャンパス リバティタワー 12 階 1124 教室
　　　　　（ＪＲ中央線御茶ノ水駅下車）
・内 容： 渡部昭男氏（神戸大学、本学会会員）

「私学助成と授業料の漸進的無償化をめぐって」（仮題）


